
政策目標

主な施策

６　みんなで支え合うまち

５　住民と行政との協働体制の推進

１　広報・広聴活動の充実

自治会加入世帯、その他希望者、ホームページ閲覧者

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

1,110,000

4,474,000

215,503

  うち繰越分↓

うち受益者負担

0

款 2 総務費 項

1,598,000 2,115,200

分野別施策

予算科目（歳出区分)

特定財源の名称・金額

 その他(d)

 一般財源(e) 60,621
  うち繰越分↓

1 総務管理費

  うち繰越分↓

徳島県市町村振興協会ハロウィンジャンボ宝くじ市町村交付金 2,456,000円　町村会補助金 200,000円
広報誌広告料 2,115,200円

備　 考

会計

財
源
内
訳

印刷製本費 4,776,661円　モリサワパスポートライセンス利用料 46,860円　広報協会会費 8,300円

1 一般会計

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

 県支出金(b)

 地方債(c)

根拠法令等

事業実施方法区分

事業継続年数 事業開始年度 不明

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

対 象 者
自治会加入世帯
送付希望世帯

ホームページ閲覧者

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　町や官公庁等が実施する事業や連絡事項等を住民に広く周知する。また、ホームページに掲載すること
により誰でも過去の広報誌を閲覧することができる。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

・住民へ広く周知する方法として依然広報誌の利用が選ばれ、掲載依頼は増加傾向にある。
・アフターコロナでイベントや行事も復活しだし、町の話題や特集記事など、行政情報以外の情報も発信で
きるようになった。
・テンプレートを導入したことで、編集業務が効率化し、また見た目も読みやすいよう余白を意識したシンプ
ルなデザインへ変化した。

4,689,503

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

・毎月10日（閉庁日の場合は翌開庁日）発行、月5,100部印刷（18～26P）
・DTPの導入としてIllustraterを使用し、紙面を作成
・テンプレートを作成し導入
【作業手順】
①企画課広報会議にて内容の精査・決定を行う
②作成した原稿を印刷会社が編集し、各課担当に確認を依頼する。（修正があれば修正後再確認）
③原則発行日の10営業日前までに校正を終え、校了する。印刷会社が印刷を開始する。
④発行日前日に納品を受け、他の配布物と共に袋詰めし10日（閉庁日の場合は翌開庁日）に配布する。
⑤ホームページにも広報発行日の開庁時間に公開（電子広報誌、チラシ、声の広報誌（CDが届き次第））
※自治会加入世帯のほか、町出身で県外在住の購読希望者（有料）、国や県等の機関、ふるさと納税者
で希望する　者、町内公共機関等にも配布（町内コンビニは毎月15日頃に設置）

特記事項

4,831,821 3,786,000事業費【(a)～(e)の合計】
  うち繰越分↓

第２次
総合計画体系

担当部署 企画課

令和４年度

３　事業費の推移と評価対象年度経費

  うち繰越分↓

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

  うち繰越分↓   うち繰越分↓   うち繰越分↓

0 0 0

 国庫支出金(a)

所 属 長

評価年度 令和５年度 事業年度

１　事務事業の概要

事務事業名 整理番号 1302-001

東みよし町 事務事業評価シート

広報発行事業

目 2 文書広報費

  うち繰越分↓

谷藤 哲也

電話番号 82-6302

  うち繰越分↓   うち繰越分↓   うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓   うち繰越分↓
4,771,200 3,786,000

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


